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お
知
ら
せ

　

六
月
一
日
か
ら
防
災
行
政
無
線
の
運
用
が

変
更
さ
れ
、
防
災
行
政
無
線
は
左
記
の
場
合

に
放
送
さ
れ
ま
す
。

緊
急
放
送
…
「
男
性
の
声
」
で
放
送
し
ま
す

●
警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
時

●
町
震
度
計
が
震
度
四
以
上
を
計
測
し
た
時

●
地
震
に
よ
り
「
津
波
注
意
報
」・「
津
波
警

報
」・「
大
津
波
警
報
」
が
発
令
さ
れ
た
時

●
右
記
発
令
事
項
が
解
除
さ
れ
た
時

●
地
震
に
よ
り
「
津
波
な
し
」
が
発
令
さ
れ

た
時

●
東
海
地
震
「
観
測
」・「
注
意
」・「
予
知
」

情
報
発
令
に
伴
う
放
送
（
※
）

●
東
海
地
震
「
注
意
」・「
予
知
」
情
報
又
は

東
海
地
震
「
警
戒
宣
言
」
発
令
時
の
町
長

に
よ
る
呼
び
か
け
情
報
（
※
）

●
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の
呼
び
か
け
放
送

（
※
）

●
災
害
発
生
時
・
発
生
後
の
周
知
事
項
（
※
）

●
気
象
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
（
※
）

●
右
記
発
令
事
項
が
解
除
さ
れ
た
と
き（
※
）

一
般
放
送
…
「
女
性
の
声
」
で
放
送
し
ま
す

●
町
が
行
う
行
事
で
、
緊
急
に
周
知
す
る
必

要
の
あ
る
放
送

●
非
常
通
信
訓
練
に
関
す
る
放
送
（
防
災
訓

練
等
）

●
大
規
模
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
・
水
道
・

ガ
ス
・
通
信
・
輸
送
等
）
施
設
の
事
故
等

に
関
す
る
放
送
（
※
）

●
行
方
不
明
者
・
所
在
不
明
者
に
関
す
る
放

送
（
※
）

●
犯
罪
行
為
に
対
す
る
注
意
情
報
に
関
す
る

放
送
ほ
か
（
※
）

（
※
）
は
、
六
月
一
日
か
ら
追
加
さ
れ
る
放

送
事
項
で
す

◎
注
意
事
項

◆
緊
急
放
送
は
、
昼
夜
の
区
別
な
く
放
送
し

ま
す
（
解
除
含
む
）。

◆
緊
急
放
送
は
、
町
内
全
域
を
対
象
に
放
送

し
ま
す
。

◆
地
震
を
感
じ
た
ら
海
辺
に
い
る
人
・
海
岸

線
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
高
台
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
放
送
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
六
月
一
日
か
ら
次
の
方
法
で
も
、
防
災
行

政
無
線
と
同
じ
内
容
が
確
認
で
き
ま
す

▲
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
�
八
七
五－

四
〇
〇
〇
）
に
電
話
す
る
。

▲
湘
南
ビ
ー
チ
F
M
（　

・
９
M
H
z
）
を

７８

聴
取
す
る
（
一
部
受
信
が
困
難
な
地
域
が

あ
り
ま
す
）。

▲
葉
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
。

問
合
せ　

消
防
本
部

　

�
八
七
六－

〇
一
一
九　

内
線
三
一
五

防
災
行
政
無
線
の
運
用
が
変
更
さ
れ
ま
す

　

平
成
十
七
年
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
葉
山
で
は
次

の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

春　

の　

叙　

勲

　

元
逗
子
消
防
署
勤
務
。
防
災
を

通
じ
て
災
害
の
な
い
街
づ
く
り
を

推
進
。
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章　

菊　
地　
　
　
傳
さ
ん

　

元
神
奈
川
県
警
察
勤
務
。
地

域
・
交
通
・
警
務
分
野
に
お
い
て
、

治
安
維
持
に
尽
力
。
危
険
業
務
従

事
者
と
し
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章　

富　
澤　

昭　
治
さ
ん
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広
報
は
や
ま
6
月
号

政

改

革
の
取
り
組
み
状
況

行
取
組
経
過

　

平
成
十
二
年
四
月
に
地
方
分
権
一
括
法
が

施
行
さ
れ
、
本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代
が

ス
タ
ー
ト
し
五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
今
ま

で
の
全
国
横
並
び
の
行
政
運
営
か
ら
、
地
域

特
性
を
前
面
に
出
し
た
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変
革
の
中
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

効
率
的
行
財
政
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成
八

年
五
月
三
〇
日
に
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

行
政
改
革
に
取
組
む
指
針
を
定
め
る
と
と
も

に
実
施
計
画
を
定
め
て
そ
の
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
は
、
そ
の
第
二
次

実
施
計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
今

年
三
月
に
は
総
務
省
が
、「
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た

な
指
針
」
を
示
し
、
今
後
の
行
政
改
革
の
取

組
み
に
関
す
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
な

ど
各
自
治
体
に
対
し
更
な
る
改
革
の
推
進
を

求
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
町
で
は
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
と
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
行

政
改
革
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
体
制

　

町
で
は
、
次
の
よ
う
な
体
制
で
行
政
改
革

の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

各事業担当課

行政改革推進本部会議

町長（本部長）、助役、

教育長、各部長

行政改革大綱、実施計画の策定と進

行管理を行います。

行政改革懇談会

有識者、町民代表など

　　　　　　　　１０人

行政改革大綱、実施計画の策

定やその実施についての助言

や提言を行います。

町への提案等、町政に

対する意見や提案等を

受けます。

平
成
十
五
年
度
中
の

主
な
取
組
内
容

①
事
務
事
業
の
見
直
し

ア　

人
件
費
を
始
め
と
す
る
義
務
的
経
費
の

削
減
、
国
及
び
県
補
助
金
の
確
保
等
財
政

運
営
の
健
全
化
を
図
り
ま
し
た
。

イ　

民
間
事
業
者
へ
の
委
託
、
業
務
の
シ
ス

テ
ム
化
等
事
務
運
営
の
改
善
を
図
り
ま
し

た
。

ウ　

審
議
会
や
私
的
諮
問
機
関
の
答
申
等
を

政
策
決
定
の
際
に
活
用
し
、
住
民
参
加
の

拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

エ　

公
文
書
の
公
開
、
例
規
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
の
公
開
等
公
正
で
透
明
な
行
政
の

推
進
を
図
り
ま
し
た
。

議会 町長 町民

法令等に基づく議決
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お
知
ら
せ

②
時
代
に
即
応
し
た
組
織
・
機
構
の
見
直
し

ア　

行
政
組
織
並
び
に
定
員
配
置
等
検
討
委

員
会
の
報
告
を
も
と
に
、
組
織
の
見
直
し

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

③
定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
の
推
進

ア　

定
員
削
減
計
画
に
基
づ
く
職
員
削
減
を

行
い
ま
し
た
。

イ　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員

及
び
民
間
企
業
に
準
じ
た
適
正
な
給
与
の

支
給
に
努
め
ま
し
た
。

④
効
果
的
な
行
政
運
営
と
職
員
の
能
力
開
発

ア　

公
務
員
制
度
改
革
の
動
向
を
踏
ま
え
、

勤
務
評
定
を
試
行
で
実
施
し
ま
し
た
。

イ　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
、
評
点

化
に
よ
る
事
務
事
業
の
点
検
及
び
分
析
を

行
い
ま
し
た
。

ウ　

庁
内
研
修
の
実
施
及
び
外
部
研
修
機
関

の
研
修
へ
の
派
遣
に
よ
り
職
員
の
資
質
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

⑤
行
政
の
情
報
化
・
文
化
化
及
び
国
際
化
の

推
進

ア　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
第
二
次
稼
動
を
行
い
、
転
入
転
出
手

続
き
の
簡
素
化
や
住
民
票
の
広
域
交
付
を

可
能
と
し
ま
し
た
。

イ　

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
公
共

施
設
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
用
で
き

る
よ
う
整
備
し
ま
し
た
。

ウ　

図
書
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
蔵
書
検

索
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

⑥
会
館
等
公
共
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営

ア　

一
色
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

イ　

葉
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

ウ　

し
お
さ
い
公
園
、
博
物
館
に
隣
接
す
る

県
立
近
代
美
術
館
開
設
に
伴
い
、
相
互
入

場
が
で
き
る
よ
う
連
絡
門
設
置
等
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
連
携
割
引
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。

数
値
目
標
の
達
成
状
況

①
経
常
収
支
比
率

目
標
値　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
五
％
以
下

平
成
十
五
年
度
決
算
値　
　
　

八
八
・
一
％

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
健
全
な
財
政
運
営

の
目
安
と
な
る
数
値
で
、
財
政
の
硬
直
度
を

測
る
指
標
で
す
。
近
年
は
、
景
気
低
迷
の
影

響
や
行
政
需
要
の
増
加
等
か
ら
多
く
の
地
方

公
共
団
体
で
数
値
が
高
く
な
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

職
員
削
減
に
よ
る
人
件
費
、
物
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
う
行
政
需

要
の
増
加
に
よ
る
経
費
も
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
目
標
値
以
下
に
抑
制
す
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

②
附
属
機
関
の
女
性
委
員
比
率

目
標
値　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
％
以
上

平
成
十
六
年
四
月
一
日
現
在　

二
十
・
三
％

　

幅
広
い
分
野
、
年
齢
層
か
ら
の
登
用
及
び

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
慮
し
、
町
民
の
意

見
を
反
映
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

③
総
職
員
数

目
標
値　

平
成
十
年
度
を
基
準
に
十
年
以
内

に
十
％
削
減

平
成
十
年
四
月
一
日
現
在職

員
数　
　

三
六
人

平
成
十
五
年
四
月
一
日
現
在

職
員
数　

二
九
二
人

削
減
率　

七
・
六
％

　

健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
行
政
の

ス
リ
ム
化
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

取
組
に
よ
る
効
果
額

　

行
政
改
革
の
取
組
に
よ
る
効
率
的
か
つ
合

理
的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
た
結
果
、
次
の

よ
う
な
経
費
の
節
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

職
員
給
与
費
（
職
員
数
削
減
に
よ
る
給
料
、

諸
手
当
削
減
）　
　

一
一
四
、
二
九
一
千
円

国
民
年
金
事
業
（
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の

見
直
し
に
よ
る
削
減
）

一
〇
、
四
九
八
千
円

く
れ
竹
の
郷
葉
山
推
進
事
業
（
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
委
託
の
削
減
）　
　

七
、
九
〇
〇
千
円

一
般
公
園
管
理
事
業
（
自
治
会
、
地
域
の
管

理
協
力
に
よ
る
削
減
）　

六
、
三
四
〇
千
円

在
宅
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
サ
ー
ビ

ス
の
整
理
統
合
の
よ
る
削
減
）

二
、
七
六
〇
千
円

　

こ
れ
ら
の
効
果
額
は
、
重
点
的
か
つ
優
先

的
に
取
り
組
む
べ
き
サ
ー
ビ
ス
等
に
振
り
分

け
有
効
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課　

�
内
線
三
一
五

　
「
広
報
は
や
ま
」
は
、
現
在
新
聞
折
り
込
み

で
、
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
届
け
し
て
い
ま
す

が
、
七
月
号
か
ら
各
戸
配
布
（
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
）
を
行
い
ま
す
。

　

各
戸
配
布
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お
宅
の

郵
便
受
け
な
ど
に
直
接
「
広
報
は
や
ま
」
を

お
届
け
す
る
方
法
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現

在
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
皆
さ

ん
に
も
「
広
報
は
や
ま
」
を
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

配
布
日
は
、
概
ね
発
行
号
月
の
前
月
末
か

ら
発
行
号
月
初
め
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
七
月
号
に
掲
載
を
希
望
す
る
「
葉

山
歌
壇
俳
壇
」
及
び
「
で
ん
ご
ん
ば
ん
」
の

締
切
日
も
変
更
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
課　

�
内
線
三
三
三

掲
載
コ
ー
ナ
ー

葉
山
歌
壇
俳
壇

で
ん
ご
ん
ば
ん

七
月
号
か
ら

掲
載
希
望
月
の
前
々
月

末
日
必
着

掲
載
希
望
月
の
前
々
月

末
日
正
午
必
着

「
広
報
は
や
ま
」の

配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

七
月
号
か
ら
各
戸
配
布
に
！




